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令和 5 年度第 1 回白井市立図書館協議会（概要）

1 開催日時 令和 5 年 7 月 27 日（木）15：00～16：30

2 開催場所 白井市文化センター2 階 中ホール（かおりホール）

3 出 席 者

委 員 苛原会長、志摩副会長、堀江委員、吉弘委員、進藤委員、大西委員

事務局 髙花文化センター長、鎌田館長、内山副主幹、藤田副主幹、高嶋主査

4 傍 聴 者 0 名

5 会長あいさつ

6 報告事項

(1)令和 4 年度図書館事業実績について

(2)令和 5 年度図書館事業計画について

(3)文化センターのあり方に関する教育委員会の方針について

7 協議事項

(1)資料の盗難防止対策について

(2)30 周年記念事業について

8  その他

次回開催予定について

9  配布資料

(1)会議次第

(2)会議資料

(3)文化センターだより 8 月号（図書館部分抜粋）

10 議  事 以下のとおり

会長

事務局

委員

事務局

委員

暑い中ご参加ありがとうございます。千葉県も熱中症警戒アラートが出され

ているようです。水分補給など気をつけながら協議を進めていきたいと思い

ます。

報告事項

(1) 令和 4 年度図書館事業実績について

(2) 令和 5 年度図書館事業計画について

新聞が値上がりしているが、予算に盛り込んであるか。

予算は値上がり分を考慮している。新聞の値上げ分は、休刊になった雑誌代

で相殺している。

センター図書室に新聞を設置することはないか。



2

事務局

委員

事務局

館長

文化

センター長

委員

文化

センター長

委員

文化

センター長

センター図書室は、指定管理者で運営しており、新聞を置くことは指定管理

者の決定による。図書館でセンター図書室の新聞を購入する予定はない。

年報 21 ページ「図書館サービス指標」で 3 点伺いたい。

①ここ数年コロナの影響で入館者数は減少しているが規制緩和の結果回復

の兆しはあるか。

②登録者数は“利用カードを持っている人数”でよいか。

③総経費で平成 30 年度と令和 4 年度の人件費が大幅に減少しているが理由

はあるか。

①夏休みに入り子どもたちが戻ってきている。若干でも増えることを期待し

ている。

②市民は 5 年ごと、市外は 1 年ごとに登録更新を行っている。この登録者数

は、有効期限内の登録者の数であり、有効期限切れは含まれない。

③職員は減少傾向である。司書数は減っていないが事務を担う職員が減員に

なり、人件費は減っている。表の数値は、職員一人あたり令和 2 年度は 800

万円、令和 4 年度は 672 万 5 千円で計算している。

(3)文化センターのあり方に関する教育委員会の方針について

令和 5 年 3 月 2 日に「白井市文化センターのあり方に関する提言書」が教育

長宛てに提出された。

教育委員会で「提言書」を踏まえて協議し、プラネタリウム館以外について

は提言書の内容を教育委員会の方針とし、プラネタリウム館は一部機能の縮

小や廃止をして存続すること、全館については改修時に更新が必要な設備や

機器については利用者が使いやすいものにすべきであることを追記し、教育

委員会の方針とした。

提言書を見ると少数意見だけで決定されているような疑念がある。多くの意

見を集約しないといけないのではないか。

提言書は 14 名の委員が議論して、その総意としてまとめられたものである。

会議録は市のホームページ、図書館の行政コーナーで公開している。

図書館のところで“社会変化に合わせた”とあるが、どういう変化と認識し

ているのか。

中ホールは“一部機能を廃止”とあるが、どの部分なのか。

30 年経過して様々な社会変化に合わせた改修をするべきということがこの
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委員

文化

センター長

事務局

館長

会長

委員

委員

委員

委員

方針に盛り込まれているが、具体的な改修内容や一部機能廃止などについて

は今後、大規模改修に向けて検討することになると考えている。

“エントランスホールでコンサート”とあるが、図書館への音の影響は考え

られているのか。

コンサートをするためにはどのような改修が必要、又、可能か不可能かなど

を今後検討することになる。

協議事項

(1)資料の盗難防止対策について

令和 5 年度蔵書点検結果報告

今年度の蔵書点検では、所在不明点数 279 点(昨年 427 点)、不明額は 663,793

円（昨年 1,048,415 円）であった。

昨年不明が多かったＣＤは、書庫編入や棚のレイアウト変更により 147 点か

ら 16 点に減少した。

調査検討中の事項について

前回の協議会には間に合わなかったが今回業者からの情報があり紹介する。

盗難防止や蔵書管理にＩＣタグやＡＩ機能を導入できるか、大規模改修の時

期も踏まえて調査中である。

ＩＣタグよりＡＩ機能の方が安価で設置できるが、盗難対策の面でＡＩは弱

く、ＡＩカメラを併せて活用することになる。

図書館にまでＡＩ機能が入るのかと驚いた。

棚のレイアウト変更などで改善できれば、盗難対応に数百万あるいは数千万

かかるのであれば不明額 60 万円は年度経費の範疇と考えてよいのではない

か。

盗難対策のところで、ＡＩカメラを活用して“不審な行動をしている人を学

習し感知”というのは少し嫌な感じがする。

図書館の性格上、盗難もある程度見込んで考えるとよいのではないか。

ＣＤの不明数が大幅に減ってびっくりした。人の目があるとブレーキがかか

ると思う。今後もよろしくお願いしたい。

盗難はゼロにするのが難しいが、業務効率化の視点からＡＩ機能を検討する
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委員

委員

館長

文化

センター長

館長

委員

館長

と良いのではないか。働き方改革も叫ばれており余裕のできた時間を他の業

務に費やすこともできると思う。調査を続けていただきたい。

ＣＤの不明がレイアウト変更などでこんなに減ることに驚いた。

防犯カメラは盗難だけでなく、子どもたちを守ることもできるかもしれない

と感じた。

導入している図書館はどのくらいあるか。

新しく改修した図書館や一部分に導入するケースもある。今後全国的な調査

などあれば報告する。

職員の盗難防止策への努力を認めてもらえてありがたいと思う。開館から 30

年経ち、利用状況と施設が合わなくなっている部分が出ている。今後の改修

で見直しを行いたい。最終的に導入の案となった場合にはまた相談させてい

ただく。

方針の中で“図書館は規模を縮小”とあり、言葉ではマイナスイメージだが、

ＩＣタグなどＩＣＴ技術を使い、社会変化に合わせた改修を行うことも検討

事項であることを補足したい。

(2)30 周年記念事業について

令和 6 年度の図書館 30 周年記念事業は、市民参加型を中心に予算を効率良

く使いたいと考えている。

前回好評のリサイクルフェアは行わないことにした。対象資料が少ないこと

と開架入口のリサイクルコーナーが定着したことなどによる。

ビブリオバトルや講演会は、市民の方が講師になるなど市民参加の形でやっ

ていきたい。

他に要望があれば伺いたい。

図書館はその地域の文化と歴史を担うものと思っている。図書館または文化

センターとして、ぜひ 30 年史のようなものを制作してほしい。

その他

「図書館の自由」ニューズレター（公益社団法人日本図書館協会図書館の自

由委員会発行）のご案内

図書館で購入した本は、安易に廃棄することなく利用者の方に閲覧できるよ

うに努めている。
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事務局 次回第 2 回協議会は、令和 6 年 2 月 29 日（木）午後 3 時、場所はかおりホ

ールで行います。

これで閉会します。ありがとうございました。


